








1,はじめに 

霊長類の母子関係には・同一の種内においても、集団によって個体によって大きな変異が

見られる。たとえば、ある母子では相互の結びつきが強く、アカンボウの独立が遅くなる

が、ある母子では母親の態度が拒否的で、アカンボウの独立が早められる、といったこと

が見られる。系統的に近縁な多くの種において、母子関係の一般的な発達過程は似通って

いるので、観察される変異の多くは説明がつけにくく、研究者間での意見の一致も見られ

ていない。母子関係の質の異なり方を客観的に記述することも容易ではなく、変異の原因、

その変異がアカンボウの発達に及ぼす効果、機能などについては、まだほとんどわかって

いないと言えよう。 

本研究は、ニホンザルを対象に、母子関係の質を精密に記録し、母子のいろいろな条件ご

とに分析することによって、母子関係のどのような変異性がどのような要因によって引き

起こされるのかを見出そうとするものである。 


